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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館（弁天２-１-５），港区民センター（弁天２-１‐５），港近隣センター（八幡屋１-４-２０），港区老人

福祉センター（夕凪２-５-２２），弁天町ＯＲＣ２００生涯学習センター（弁天１-２-２-700），銭湯（朝日湯除

く），港区在宅サービスセンターひまわり（弁天２-１５-１），築港地域在宅サービスステーション（築港

２-４-１６），港スポーツセンター（田中３-１-１２６），ほのぼの休憩所（八幡屋商店街内），石炭倉庫（波除６

-５-１８），シネ･ヌーヴォ（西区九条１-２０-２４），韋駄天尊（繁栄商店街内），珈琲館隠岐（磯路３-２５-６） 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★「♪勝った負けたと騒ぐじゃないぜ あとの

態度が大事だよ」（『どうどうどっこの唄』１９６７

年)とある通り、問題はこれから。「大阪で最も

熱い日」となった都構想住民投票の激戦(１頁)

を振り返りつつ、今度こそ冷静かつ建設的に

大阪づくり・港区づくりを話し合いましょう！ 

★その話し合いのポイントにと「賛否越えた総

括運動」を本紙なりの視点で呼びかけていま

す（４頁）ので、ぜひ参考にしてくださいね。 

★そんな都構想騒ぎの中でも温かな地域づく

りのための活動は続いていました。その一つ

が「町猫」運動（１３頁）。野良猫をふやさず人間

との共存を！と呼びかける、本当に目立たな

い、しかし愛情と根気と金の要る活動。地域の

理解と共に、行政の支援が求められます（住民

投票に使うた９億円、こっちへ回せてたら…）。 

★ともあれ都構想のように「改革」「改革」と

大声で叫ぶのもよろしいが、それも土地の歴

史や住民の願いを踏まえてこそ受け入れられ

るもの。その点で、港区の歴史や区民の人生を

題材にした３つの記事（２４，２６，２８頁）。そこに

は港区民の汗と涙と笑いがあります。 

★それらの中でも今月から語り手が変わった

「戦争体験」（２８頁）に注目。港区に生まれ育っ

た町会長・小川さんに、平和のため、幼少期か

らの貴重な記憶を振り絞って頂きます。 
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